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ラフティングについて 

「ラフティング」とは、専用のゴムボートに乗って川を下るアウトドアス

ポーツです。ボートには必ずラフティングガイドとしての訓練を行った

者が同乗し、ラダー（舵）をとります。川の形状や季節によって水量や

流れの速さなどが変わるのでその時期に合わせた川下りを楽しむこ

とができます。また、ライフジャケットやスーツなどをレンタルできるの

で普段川下りを行ったことのない方でも気軽に体験できます。 

また、雨天時でも実施するため、天候によるスケジュール変更をする

必要がなく、団体旅行にも向いております。 

 

＜ラフティングの意義＞----------------------------------------------------------------------- 

ラフティングはチームビルディングでもあります。同じボートに乗った参加者同士が協力し合い、力を合わせて

パドルを漕ぎ、波が立っている瀬をクリアしていくことで、同じボートに乗り合わせたメンバー同士の気持ちが一

つになります。ゴールまで無事に楽しく漕ぎ切った後はすばらしい達成感を味わう事が出来るでしょう。 

 

また、昨今は自然の中で遊ぶ機会そのものが減っている傾向です。自然の中で行うスポーツにはどうしても危

険がつきものではありますが、自然に触れる体験をすることはとても大事なことです。実際に川や海に入って初

めて分かる水の温度・流れの体感や、澄んだ空気を存分に吸って自然豊かな美しい景色を見た感動や記憶、

その一つひとつが将来の糧になり、未来の地球を守っていく動きにきっと役立つものではないかと考えます。

「どれだけ多くの美しい景色を残していけるか」という大きな課題を、他人事ではなく自分の事として捉えていた

だくために、私たちは体験を通してできるだけ多くの方にその素晴らしさをお伝えしたいと考えています。 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

その為にはまず第一に安全なツアーを行う事は不可欠です。リバーガイドは日々、川の状況や水量を常に確

認し、多くのトレーニングを行っております。この安全対策書類では、詳細内容をご案内しております。 

 

会社概要 

会社名 株式会社 北海道ライオンアドベンチャー 

住所 〒048-1512 北海道虻田郡ニセコ町中央通 60-4（ニセコベース） 

電話・FAX 電話 0136-43-2882   FAX 0136-43-2883 

代表取締役 下田 伸一 

利用河川 尻別川 

ガイド数 9名～１2名（ドライバー込、年により変動） 



実施河川 「尻別川」について 

尻別川は、北海道南西部フレ岳に源を発し、羊蹄山の麓を流れ、日本海に注ぐ１２６ｋｍの一級河川です。 

ラフティングで使用する範囲の形状は、緩やかなカーブを描き、左右に畑等がある為、人の出入りがしやすく、

携帯電話も通じます。救助が必要になった場合でも容易に救助ポイントへ迎えるようになっており、倶知安町の

消防・警察機関とも連携が取れております。（別紙マップに救助ポイントを記載しております）コースからは羊蹄

山をはじめニセコアンヌプリなどの連邦を眺める事ができ、北海道の自然を楽しめることでしょう。 

幹川流路延長 126km 

流域面積 1,640km2 

流域内人口 約 41,000 人 

（尻別川について） 

ラフティング時に利用するコースは季節により、夏コース・春コースに分かれます。 

■春コース時期 ： ４月～５月中旬ごろまで 

■夏コース時期 ： ５月中旬ごろ～１０月下旬 

◎ 学生団体の場合は、夏コースのみで運行します。 

＊夏コース（倶知安コース）尻別川 中野橋～寒別橋～羊蹄大橋～富士見橋 

 

● 実地調査 

各月の尻別川の状況は概ね以下のとおりです。 

月 気温 水温 水深 流量 

5 月 10℃前後 10℃前後 2ｍ～3ｍ 約 120 ㎥/s 

6 月 18℃前後 14℃前後 2ｍ～3ｍ 約 60 ㎥/s 

7.8 月 21～23℃前後 17～18℃前後 1ｍ～3ｍ 約 30 ㎥/s 

9 月 15℃前後 12℃前後 1ｍ～3ｍ 約 30 ㎥/s 

10 月 9℃前後 10℃前後 1ｍ～3ｍ 約 28 ㎥/s 

 

● 水位観測所 

・夏コースの場合は国土交通省所管の観測所データより、 

倶知安水位観測所（倶知安町高砂）の水位を基準にしています。 

 

尻別川の平均水量（㎡/sec）
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運行規程 

・夏コース運行中止については、基準を以下のように定めています。 

 

 

 

 

 

  

・ツアー中止決定のタイミング 

基本的にはツアー当日、開始時間の 1～2時間前に判断を行います。 

中止決定の際は、お客様をはじめ各関係機関に連絡を行い、代替え種目に切り替えます。 

ツアー人数などにより別会場をご案内する場合もございます。 

 

・熊などの出没に関して 

熊については北海道全土に生息されてると思われます。万が一公的機関からの要請が出た場合は、その

内容に準じる動きとなります。（現時点では倶知安町・ニセコ町に熊の出没により町民の外出や動きを制限

するような要請が出たことはございません。）ツアー車には熊スプレーを携帯しております。 

 

・ラフティング中止時の振替え種目 

「エコ箸つくり＆クラフト」などのクラフト系の体験種目を 

ご用意しております。  

※体験会場などの詳細は担当者よりご連絡いたします 

    ※ラフティング中止時の振替種目「エコ箸＆クラフト」 

ベースについて 

集合場所となるベースは２か所あります。春コースの場合は主に「ライオン・ニセコベース」、 

夏コースの場合は主に「ライオン・リバーベース」に集合します。（予約時に要確認） 

＊ ニセコベース  住所 北海道虻田郡ニセコ町字中央通６０－４ 

             電話 ０１３６－４３－２８８２ 

＊ リバーベース  住所 北海道虻田郡倶知安町字富岡２５６－１ 

             電話 ０１３６－２３－００５５（電話は繋がりません） 

 

リバーベースは、夏コースのスタート地点のすぐそば（道路向かい）にあ

るので、装備着用後すぐに移動が可能です。更衣室・トイレ完備 

 

＊ 倶知安水位観測所の水位が水防団待機水位（現在は 169ｍ）を超えた場合 

＊ 羊蹄山麓に洪水・大雨など“警報”が発令された場合 

＊ 公的機関から中止要請があった場合 

＊ ツアーリーダー（ＴＬ）が気象条件、その他条件を考慮しツアー催行不能を判断した場合 



主な装備について 

・ラフティングボート／ 

 特殊強化ゴムでできた、８つの空気層をもつゴムボートで、衝撃に強く岩にぶ

つかったりしても破れることはまずありません。万一破れても、他の空気層が

浮力を保持するので、沈むことはありません。 

・ライフジャケット／ 

＊ ＰＦＤ（ライフジャケット）は 川の流れの中でも十分に浮力を保持できるもの、

スィフトウォーター（流水）用の浮力７～８kgを使用しています。 

体重およそ１２０ｋｇまで対応。 

※現在は、Mont-bell のラフティング用ラフジャケットをメインに使用しています。 

（高い浮力と体格に合わせたフィッティングが可能なキャニオンラフター等） 

・リバーシューズ／ 

＊ 河原を歩くのに最適なシューズ（底面がゴムになっているもの）を使用しています。 

 

・ドライスーツ／ 

気温・水温が低い状況に適した、極めて高い防水性を備えたドライスーツ

です。手・足・首部分がゴム（ネオプレンやラテックス）になっているつなぎ

のようなスーツで水の侵入を防ぎます。（着る方の体型によっても防水性

は変わりますので、完全防水とはなりません。） 

サイズは 120～XXXL サイズまでありますので、小学生から対応可能です。

ドライスーツの中に厚手の服を着ることで春や秋も冷えから身体を守るこ

とができます。 

 

・ヘルメット／ 

スィフトウォーター用を使用しています。必ず着用します。 

・ パドル／シャフトにアルミの芯が入っていて折れにくいシングルブレードタイプを使用します。 

・アレルギー対応 

ゴムアレルギーの場合は、手・足・首まわりにラップをまいて、直接ゴム部分が当たらないように配慮しなが

らドライスーツを着用して頂きます。（多少の圧迫はありますので、ご自身のお薬等をお持ちください。）  

 



ラフティングのながれ ～団体様の場合～ 

（事前準備） 

＊ 事前に７名以内のメンバーで班分けを行い、当社指定の「班分け表」に記入。 

＊ 「参加申込書」（同意書）にサイン記入。 

（１８歳未満の方の場合は、保護者の同意が必要です） 

どちらも、事前に担当者までお送りください。 

 

【 当日の流れ 】 

 

１） 観光バスにて、リバーベースに集合。 

２） ガイドがバスに乗り込み、施設内などの説明をする。 

３） バスを降りトイレや着替え等をすます。 

４） 班ごとに分かれ、担当するガイドの元に集合。 

   （ガイドが班番号の書かれたプラカードを持って立っています） 

５） ガイドの指示により装備着用。 

６） ガイドを先頭にスタート地点まで移動。（徒歩１分） 

７） スタート地点にてセーフティトーク実施。 ※セーフティトークについては次ページ 

   （セーフティトークとは、安全で楽しくツアーを行う為の説明です。こぎ方から川に落ちた場合の 

    流れ方やレスキュー方法などを詳しく説明します。） 

８） ボートを水面に運び、乗り込みます。ツアースタート。 

９） ゴール地点に到着後、ボートを降りてバスに乗車。その後、ベースへ移動。 

   （団体様の場合は、ご利用の観光バスをゴール地点からの回送にご協力頂いております。 

    座席を濡らさない為の防水シートや乗り込む際の足洗い用水・桶などをご用意しています。） 

10） ベース内で装備をとり、着替えをすませ終了。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



セーフティトークについて 

セーフティトーク（事前注意事項） 

ツアー催行前に参加者に対して以下の内容を全て、明確に説明し、理解を確認する。 

・ 装備の必要性と正しい装着方法 

・ 飲酒、薬物の服用、体調の確認 

・ ボート各部の名称とシートポジション 

・ ボートの取り扱い方法 

・ パドルの使用方法と Tグリップの危険性 

・ 落水時の対処方法／ ホワイトウォーターセーフティポジション／ ディフェンシブスイム 

パドルや PFDの取り扱い方法 ／ スローバックの使用方法／ 再乗艇の方法 

・ ストレーナーの危険性 

・ 川底の危険性 

・ チームワーク 

・ コマンドの説明 （前漕ぎ、後ろ漕ぎなど） 

 

リバーガイドについて 

● リバーガイドとは 

リバーガイドとは、ラフティングツアーにおいて、ゲストの安全確保を最優先に、巧みなパドル

さばきでボートを操りながら楽しさを演出する川下りの案内役です。  

 

● ボート配置  

1ボートに 1名ガイドが乗り８人乗りのボートを使用します。監視体制としまして、先頭にツアーリーダー 

最後尾にサブリーダー、リバーベースに緊時対応の地上班として 1名配置しております。 

 

● ガイドトレーニング 

トレーニングは随時行っております。また必要に応じてガイドミーティングを行い、

レスキュートレーニング、スイムトレーニングなどを行っております。 

 



● リバーガイド有資格 

当社のラフティング・リバーガイドは研修要件に加え、日本リバーガイド協会のリバーガイド認定試験の合

格者、かつ弊社のエクザミナーが認定した者となります。日ごろから徹底した川の調査やトレーニングを行

い、増水、渇水、雨天、降雪、強風等あらゆる条件にも対応でき、また以下の水難救助や救命救急の資格

を取得しております。また川のなかで障害物(岩、倒木など)にラップ(強い水圧ではりついた状態)した場合

などに備えてシステム(流水における水難事故者救助の為の特別装備)も備えており、レスキュー３による

システムを使ったトレーニングも受けております。各ツアーのリーダー（ＴＬ）はグレードの高い川でのガイド

資格を持つ者、かつ、ＲＡＪシニアリバーガイド認定者が担当します。ＴＬガイドは防水携帯電話を所持し、

緊急時にはチェイス(地上班)、救急、消防とも連絡がとれるようにしております。 

 

 日本リバーガイド協会（ＲＡＪ） 

ラフティングを主とするリバーガイドの資質や技術の向上と、水難事故防止や自然 

保護活動を目的とした団体で、当社および各ガイドはＲＡＪに加入しております。 

 レスキュー３  

  アメリカに本部を持つレスキュー専門の講習機関で、欧米では水辺で活躍する 

警察官や消防士にとって必須の資格となっています。 

 メディック・ファーストエイド（ＭＦＡ） 

  国連世界安全機構でも認められ、世界規模のＥＭＰ（ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰ・ﾒﾃﾞｨｶﾙ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ） 

が講習を行うケガ、急病に対する応急処置の資格です。 

 上級救命講習  

  日本消防本部によって行われている応急処置技能認定講習、消防局消防本部が始動し認定する公的資

格の一つです。日本赤十字社の赤十字救急法、救急員養成講習に相当する講習です。この講習はガ

イド及びオフィススタッフが毎年受講しております。 

 

● リバーガイド規定 

弊社のリバーガイドの要件を以下のように規定する。 

１ リバーガイド研修生 

・ 法的責任能力のある者。 

・ 地元関係者と連携する協調性を持ち、良識のある社会人として行動できる者。 

・ 心身ともに健康である者。 

・ 常にクリーンリバーに対する配慮ができる者。 

 

・  



２ リバーガイド 

・ リバーガイド研修生の要件に加え、以下の要件を満たし、弊社のエグザミナーが認定した者。 

・ 弊社規定のセーフティトーク能力がある者。 

・ リバーリーディングが行え、ストレーナーやアンダーカットなどの危険物を熟知している者。 

・ ボートなどの機材、ガイド装備、レスキュー機材についての知識や使用方法に精通している者。 

・ リバーレスキューに係わる知識や機材の使用方法に精通している者。 

 

３ ペースボートガイド(以下 PB、１ｓｔボートともいう) 

・ リバーガイドの要件に加え、多くのガイド経験を持ち、ツアーの時間配分、ルート選択などの能力を有

し、TL（ツアーリーダー）が指名した者。 

 

４ スィープガイド(以下 SW) 

・ リバーガイドの要件に加え、多くのガイド経験を持ち、川の構造に精通し、レスキュー技術に優れ、TL

が指名した者。 

 

５ トリップリーダー 

・ リバーガイドの要件に加え、以下の要件を満たし、弊社のエグザミナーが認定した者。 

・ 多くの PB や SWの経験を有する者。 

・ グレードの高い川でのガイド経験を持つ者。 

・ ラップボートの回収経験者。 

 

６ 再研修制度 

以下の要件に該当する者は、弊社エグザミナー、運行責任者、部門長の判断でリバーガイド研修生に戻

して再研修を行い、弊社エグザミナーおよび運行責任者が認めるまでガイドすることが出来ない。 

・ ツアー催行における遵守事項を守れない者。 

・ 意図的ではないものの落水、フリップ、ラップをくり返す者。 

・ ボートコントロールやカスタマーコントロールの能力が著しく欠けていると認められる者。 

 

● ガイド装備 

ガイドはツアー参加者の落水や軽度の怪我などに対応する装備やガイド同士がボート上で連絡を取り合

う為の装備などを携帯しております。 

＜装備＞ 

水温、気温に応じたウェア、ＰＦＤ、ヘルメット、パドル、フットウェア 

ホイッスル、カラビナ、フリップライン、リバーナイフ、スローバッグ 

＜役割に応じて所持する物＞ 

・ 携帯電話、時計など 

 

● また、陸上にいるドライバーはＡＥＤ（対外除細動器）を所持しております。 



事故時対応 

＜ツアー中に容態の悪いお客様がでた場合＞ 

ツアー催行中に具合の悪くなった対象者が出た場合は、その対象者のボートにいるガイドとツアーリーダ

ー（以降「ＴＬ」）の判断・指示により、最短の連絡ポイント（別紙地図参照）に対象者を下ろし状態を確認しま

す。※川の途中にはＡ～Ｌの１２箇所のレスキューポイントを設定しており、各関連機関・他ガイドカンパニ

ーでポイントの情報を共有しております。 

対象者の状態が、ベースへ帰還し安静にするのか、または病院へ搬送するのか判断し、各関係機関に連

絡を行います。ゴール地点に近い場所での判断になった場合は、ゴール後にすぐに処置や搬送が行える

ように陸上待機スタッフなどに連絡を行います。 

 

ツアーリーダーからの指示で陸上にいるスタッフが指定のポイントまで対象者を迎えに参ります。 

同時に団体旅行に同行している保健師や教員または担当者の送迎も事務所スタッフ側で行います。 

対象者が病院での検査が必要な場合は、病院へ搬送する等で対処します。搬送先は主に倶知安厚生病

院などになります。病院への搬送が不要な場合は、ベースに戻り処置を行うなど対応を行います。 

 

もし命にかかわるような状況の場合は救急車要請を行ったのち、救急隊が現場に到着するまでの間すみ

やかに応急処置を行います。その際に必要であれば数名のスタッフが対応に当たる事もある為、ツアーを

一旦停止させる事もございますが、救急隊に引き渡し後ツアーを再開いたします。一連の流れにかなりの

時間を有してしまった場合は、場所や状況に合わせてゴール地点の変更などを行う可能性もございます。 

状況の詳細は随時、事務所責任者へ連絡し各関連機関等へ通達されます。 

処置がなされた後は、対象者の状態と団体様の次スケジュールに合わせ送迎を行うなど、柔軟に対応を

行います。 

＜事故が発生した場合＞ 

ラフティングにおける事故とは、想定外の場所での落水や気象状況（例えば落雷など）による事故が主な

対象になります。落水の場合は、ツアー前のセーフティトークにて救助の方法をレクチャーしておりますの

で、その内容に合わせて対応を行います。想定以上の事態が起こった場合は、ツアーリーダー（ＴＬ）を中

心に迅速にレスキューを行います。レスキューに数名のスタッフを要する場合は、全体のツアーを一時停

止する場合がございます。３０分以上ツアーが遅れる場合は、事務所・各関連機関へ連絡し対処します。 

自社でのレスキューが困難と判断した場合は、警察、消防、他社ガイドカンパニーの連携にてレスキューが

継続されます。緊急時輸送先の倶知安厚生病院までは、各ポイントより５分から１０分で到着いたします。 

ツアー催行中の突然の悪天候については、ツアーリーダーの判断により途中でツアーを中止にする場合

がございます。その場合はピックアップポイントなどを各関係機関に通達致します。 

 

 



● 連絡ポイント地図（レスキューマップ） 

緊急時にボートから降りることの出来るポイントが記載された地図がございます。Ａ～Ｌポイントまであり、

ガイドは一番近い場所を選択し陸上班へ伝えます。このポイントは、倶知安町の消防団との情報共有がさ

れているので、救急車を要請した場合にもポイント名で迅速に伝えます。詳細は別紙をご確認ください。 

 

● 緊急時連絡体制 

各関係機関へ連絡の詳細については、緊急時の連絡体制と電話番号を記載した書類をご用意しておりま

す。別紙「緊急時連絡網」を参照してください。 

 

● 保険 

賠償責任保険、傷害保険に加入しております。 

保険書類の詳細は別紙をご確認下さい。 

 



ツアー現場
何らかの理由でツアー継続不可能となった
場合や３０分以上の遅れが生じる場合、怪
我などで病院への搬送が必要となった場合
などはすみやかに各機関へ連絡を行う。

北海道ライオンアドベンチャー
事務所

現場の状況を把握し、関係機関（旅行会社、担当

者等）に連絡を行う。現場の状況が変わる都度に

必要な連絡をする。病院へ搬送した場合は、病院

に同行し対応する。

消防119 倶知安消防署
電話 0136-22-1089

病院 倶知安厚生病院
電話 0136-22-1141+

（ニセコベース） 事故対応窓口

TEL 0136-43-2882

連絡　　　＜ラフティング＞の場合

連絡

報告

要請

搬送

搬送

北海道ライオンアドベンチャー／緊急時連絡体制

ガイド・ドライバー用携帯番号
 アウトドア携帯① 090-6216-3193
 アウトドア携帯② 080-6081-3197
 アウトドア携帯③ 080-6081-3198
 アウトドア携帯④ 080-6081-3199
 アウトドア携帯⑤ 080-6073-1445
 アウトドア携帯⑥ 080-6064-3194
 アウトドア携帯⑦ 080-6073-1480
 アウトドア携帯⑧ 080-6073-1590

※誰がどの携帯を所持するかは前日に決定しています。
　直接担当スタッフに連絡したい場合は事務所で番号を
　お尋ねください。

　  　　学生団体担当者連絡先
団体担当 携帯⑨ TEL 080-6073-1502

北海道ライオンアドベンチャー
　　 代表　下田伸一
本人携帯 090-6211-7995 

確認・付添・関係者送迎

報告

【病院】倶知安厚生病院　  0136-22-1141

　　　　ニセコ医院　　　  0136-44-2201

【歯科】ニセコ歯科　　　  0136-43-2225

　　　　菊地歯科　　　　  0136-44-1120

　　　　京極ようてい歯科  0136-41-2222

　　　　中川歯科医院　　  0136-23-2200　　　

【保険】倶知安保険所　　  0136-22-1111

【消防】倶知安消防署　　  0136-22-1089

　　　　ニセコ消防支所　  0136-44-2354

【警察】倶知安警察署　　  0136-22-0110

　　　　ニセコ駐在所　　  0136-44-2251

ネイチャーライフ    090-4659-1528

風の谷キャンプ場　080-6077-5978

カントリーファーム  0136-55-5564

ニセコアウトドアセンター（ＮＯＣ）

　　　　　　　　　0136-44-1133

関係各機関連絡先

旅行会社
添乗員等

報告

※保健士や教員様の移動
　診察後の送迎などを
　弊社スタッフが補助

学校 ・保護者

【役場】倶知安町役場　　  0136-22-1121

　　　　ニセコ町役場　　  0136-44-2121

【支庁】後志支庁　　　　  0136-22-1111

【施設】ニセコファイン　  0136-58-3568

　　　　ＦＡＮＦＵＮ　　  0136-43-2626

　　　　ベアーズパン工房    0136-58-3288

リバーベース
　　　ラフティング専用会場
　　ツアー中もスタッフが常駐
スタッフ携帯⑩ 080-6073-1467

2024年9月改訂
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